
学長杯

※本ページに記載の学生
　の学年は2014年度の
　ものです。

　

2
月
4
日（
水
）、大
学
創
立
50
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、〝
学
年
・
学
部
を
超

え
て
学
生
発
案
企
画
の
実
現
を
応
援
し
よ

う
〞と
い
う
目
的
で
生
ま
れ
た
、学
長
杯「
追

大
を
プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う
！
」グ
ラ
ン
プ
リ
の

成
果
報
告
会
と
そ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

　

昨
年
6
月
の
募
集
開
始
と
と
も
に
26

件
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、7
月
の
書
類
審
査
、

8
月
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て

9
件
が
採
択
さ
れ
た
。選
ば
れ
た
チ
ー
ム

は
大
学
か
ら
最
大
50
万
円
の
支
援
を
受
け
、

約
半
年
間
、そ
れ
ぞ
れ
の
企
画
実
現
に
向
け

て
活
動
。う
ち
7
チ
ー
ム
が
当
日
の
成
果
報

告
会
に
参
加
し
た
。

　
「
根
拠
や
裏
付
け
は
二
の
次
で
い
い
。自
信

を
持
っ
て
元
気
に
発
表
し
て
く
だ
さ
い
」と
い

う
審
査
委
員
長
・
坂
井
学
長
の
言
葉
で
幕
を

開
け
、各
チ
ー
ム
10
分
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
の
形
式
で
進
め
ら
れ
た
。

　

全
チ
ー
ム
と
も
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
を
用
い
て

成
果
を
報
告
。企
画
趣
旨
や
活
動
内
容
、ど

の
よ
う
に
追
大
を
P
R
し
、地
域
社
会
に
貢

献
し
て
き
た
か
、ま
た
そ
の
過
程
で
得
た
も
の

や
反
省
点
、今
後
の
展
開
な
ど
を
発
表
し
た
。

　

審
査
は
そ
の
場
で
行
わ
れ
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
科
目
か
ら
の
参
戦
と
な
る『
追
大
ミ
ツ
バ

チG
arden P

roject

』が
特
別
賞
に
、経
営

学
部
生
を
中
心
と
し
た
21
名
に
よ
る『
学

生
と
地
域
をM

A
P

で
つ
な
げ
！！
』が
準
優

勝
に
、社
会
学
部
4
年
生
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

チ
ー
ム
に
よ
る『
１
８
８
８
音
楽
コ
ン
サ
ー

ト
』が
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
。

　

梅
村
修
・
審
査
副
委
員
長
は「
企
画
・ア
イ

デ
ア
を
出
す
だ
け
で
な
く
、実
現
さ
せ
て
い

く
の
は
大
変
な
こ
と
。そ
の
意
味
で
も
、想

像
以
上
の
成
果
を
見
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
」

と
総
評
。あ
わ
せ
て
、2
0
1
5
年
度
に
第

2
回
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。

学
生
自
身
が

企
画
・
実
施
し
た

追
大
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

成
果
は
想
像
以
上

ま
だ
ま
だ
広
が
る

ア
イ
デ
ア
も

学生と地域を
MAPでつなげ！！
“追大のある茨木の街で、もっと過ごそう！”と、メンバーおすす
めの飲食店を取材撮影し、「グルメBOOK」を6,500部製作。
学内のほか、JR茨木駅や阪急茨木市駅、茨木市役所へも
配布・設置された。2015年度には、この企画をさらに発展させ
た、“追大×飲食店”による「フードイベント」を企画している。

3R（Reduce, Reuse, Recycle）の活動を通じて、
他大学の学生や地域の方 と々交流。「リサイクル
教室」や「バザー」を開催した。バザーでの売上は
ユニセフへ、集まった支援物資はワールドギフトへ
それぞれ寄付されている。

2016年の本学創立50周年へ向け、大学をPR
することを目的に「動画」と「ラジオCM」を製作。
CMはアナウンサー篇と学生篇が作られ、ラジオ
大阪番組内で放送された。動画は大学HPのほ
か、YouTubeでも視聴することができる。

本学の学生・教職員・卒業生50人に取材し、ス
ケッチブックに「夢」を書いてもらってムービーを
製作。オープンキャンパスでの放映が予定されて
いる。この活動は、制作する仲間や出演者の輪
を広げながら、今後も続けられていく。

当初「在宅介護ボランティア」を計画するも、メン
バー数と活動条件が折り合わず断念。何か別の
方法で地域貢献を…と、社会福祉協議会との
共催による「学習支援教室」を再計画。教員をめ
ざす学生と共に小・中学生を指導していく予定。

MEMBER

社会学部 4年生／春日 亨仁（代表／写真中）
社会学部 4年生／高礒 泰久（写真左）
社会学部 4年生／廣野 大樹（写真右）

MEMBER

［ 代 表 ］
味谷  和樹
─────
宮本  果耶
元村  幸平
多田  拓矢
高谷  慶輔
常原  英美
竹村 まどか
木下  由純
寺崎  加奈
小倉  雅人
福田  萌香

木村     圭
河田 百合子
入江  裕生
高階  寛菜
島尾  美希
橘     慶和
中野  慎哉
田中  瑞紀
北原  宏基
見立  由羽

1888音楽コンサート

その他の採択企画

MEMBER

［代表］川本 陽太
上原 沙斗子／熊谷 雪

MEMBER

［代表］土肥 慎
井上 愛理沙／吉谷地 将太／前垣 達哉／島本 紗奈衣
北村 倫子／立川 大志／菱田 浩平／高橋 一輝

MEMBER

［代表］福田 萌香
木田 有希／船岡 太一／柴田 理咲

MEMBER

［代表］宮脇 陽輔
濱田 真

追
大
を

プ
レ
ゼ
ン
し
よ
う
！

グ
ラ
ン
プ
リ

準優勝

優 勝 

Grand
Prix

大事なのは、目的意識をチーム全員で共有し、
失敗を怖れず、とにかく行動してみること。

 I N T E R V I E W

「お金を預かって活動することへの責任感をしっかりと持つことが大切
だなと、つくづく感じましたね」（春日）。「楽団をはじめ、出演を依頼した
学内の仲間のためにも、ひとりでも多くの人に来てもらいたいと必死で
した」（高礒）。「コンサートに来てくれた観客、特に高校生が楽しんでく
れて、追大に興味を持ってもらえたら嬉しいですね」（廣野）

本学のルーツである大阪偕行社と同じ1888年に、前身の軍楽隊
が誕生した「大阪市音楽団」と“無料コンサート”を開催。出演交
渉や会場確保を予算内で行い、募ったボランティアスタッフと共
に北摂地域の高校や病院、市役所などへの告知を重ねた。当日
には大学紹介や、クラブ・サークルによる演目も行われた。

企画
概要

Otemon 3R大作戦

特別賞 追手門ミツバチ
Garden Project
基盤教育科目の「プロジェクト」から“追プレ”に参加。蜂蜜を
追大ブランドとして商品化すること、学内ガーデンを地域交流
の場にしていくことを目指している。環境フェスタや養蜂フェス
タにも積極的に足を運んでノウハウを得ながら進めており、現
在、土壌や育成条件に適した「スパイラルガーデン」を造成中。

MEMBER

［ 代 表 ］
藤本  智子
─────
中村  実希
森田  諒亮
福井  久容
鷲見  さくら
小野  紗希
保田  委美
枡田  裕幸
新田  梨奈

特別賞

企画
概要

企画
概要

～追大（茨木）から日本へそして世界へ～
マスコミ、

プロサッカーチームを利用した
インパクトある取り組み

アシスタンス
～地域によりそう身近なボランティア～

「５０」の夢をつなぐ

Grand
Prix

※4学部2・3年生で構成したチーム ※5学部2～4年生で構成したチーム

BRIDGE    OTEMON GAKUIN UNIVERSITY 15 BRIDGE    OTEMON GAKUIN UNIVERSITY 14


